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17  選挙に投票 行く
18  親孝行






















































53  自分の幸福を追 す





55の］ 項目それぞれについて、 自分の気持ち （一般的なことではなく）














質問 （１） の回答について、 各項目ごとに 「１× （ 「１」 を選んだ人数） ＋２× （ 「２」
を選んだ人数）＋３×（ 「３」を選んだ人数） 」を計算し その点数をｘ欄に記す（三者を反映した数値をだすためである）
。また、質問（２）でどの項目が選択さ
れたのか、項目ごとの人数を 算し その点数をｙ欄に記す。次の表のような結果となった（表１） 。
3 学生の倫理意識――アンケートの集計結果
表１　集計結果
0 1 2 3 ｘ ｙ
 1 他人に危害を加えない 0 5 18 50 191 12
 2 他人のものを盗まない 0 0 12 61 207 3
 3 誰に対しても親切にする 3 20 33 17 137 5
 4 他人と仲良くし調和を保つ 0 17 32 24 153 3
 5 嘘をつかない（正直） 6 19 36 12 127 3
 6 他人を信頼する 5 24 36 8 120 3
 7 よい友達をつくる 2 13 33 25 154 7
 8 弱者を助ける（いたわる） 1 19 36 17 142 1
 9 社会の秩序（ルール）を守る 2 9 26 36 169 6
10 礼儀正しさ 0 10 32 31 167 3
11 正しいことと正しくないこととを区別する 3 9 27 34 165 3
12 正しくないことを批判する 16 26 23 8 96 1
13 悪人をこらしめる 13 28 21 11 103 0
14 地域に貢献する 10 34 25 4 96 0
15 国家に貢献する 10 34 24 5 97 1
16 社会のあるべきあり方を考え、行動する 7 24 29 13 121 1
17 選挙に投票に行く 6 18 28 21 137 1
18 親孝行 2 8 34 29 163 3
19 家族を大事にする 1 8 26 38 174 17
20 年長者・先輩に敬意をもつ 5 20 31 17 133 1
21 年少者・後輩を助ける 1 14 35 23 153 0
22 いばらない 0 13 31 29 162 1
23 自信をもつ 4 15 27 27 150 7
24 自分に誇り（プライド）をもつ 9 28 23 13 113 3
25 自信過剰にならない 1 13 31 28 159 0
26 他人に認められなくても苦にしない 2 20 35 16 138 2
27 主体性をもつ 2 10 28 33 165 6
28 責任感 1 4 37 31 171 2
29 いさぎよさ（自分の失敗を認める） 0 1 30 42 187 9
30 まじめ・誠実・真剣 0 13 27 33 166 7
31 慎重 1 16 33 23 151 2
32 だまされない 4 8 37 24 154 0
33 バランス感覚をもつ（かたよらない） 4 13 30 26 151 4
34 知ったかぶりをしない 3 11 34 25 154 3
35 広い教養を身につける 1 10 35 27 161 4
36 専門的な知識や技能を身につける 2 10 28 33 165 6
37 とっさの時に適切な状況判断ができる 0 6 21 46 186 7
38 自分の信念に従って行動する 5 9 24 35 162 9
39 信念をまげない（一貫させる） 4 24 24 21 135 4
40 勇気をもつ 3 11 33 26 155 3
41 積極的に行動 3 12 33 25 153 3
42 忍耐（がまん） 0 13 30 30 163 7
43 努力する（がんばる・一生懸命） 1 13 24 35 166 14
44 感情的にかっとならずに冷静さを保つ 1 4 29 39 179 8
45 がつがつしない（足るを知る） 1 16 32 24 152 2
46 心の安定 2 2 30 39 179 5
47 こだわりのないしなやかな心をもつ 4 20 28 21 139 6
48 おおらかさ・快活 2 16 31 24 150 6
49 神や仏を信じる 31 24 14 4 64 2
50 健康を保つ 2 4 25 42 180 6
51 高収入を求める 13 22 28 10 108 0
52 見ばえ（かっこう）をよくする 15 26 26 6 96 0
53 自分の幸福を追求する 2 12 32 27 157 9
54 自分の個性を生かす 2 9 33 29 162 3
55 自分の生きがいをもつ 3 8 22 40 172 13






















































 2 他人のものを盗まない 61



























 7 よい友達をつくる 25
34 知ったかぶりをしない 25
41 積極的に行動 25









 3 誰に対しても親切にする 17





 5 嘘をつかない（正直） 12
13 悪人をこらしめる 11
51 高収入を求める 10







 2 他人のものを盗まない 207

























 7 よい友達をつくる 154
32 だまされない 154
34 知ったかぶりをしない 154








 8 弱者を助ける（いたわる） 142
47 こだわりのないしなやかな心をもつ 139
26 他人に認められなくても苦にしない 138




 5 嘘をつかない（正直） 127
16 社会のあるべきあり方を考え、行動する 121



































 2 他人のものを盗まない 3
 4 他人と仲良くし調和を保つ 3
 5 嘘をつかない（正直） 3






































 5 嘘をつかない（正直） 6
17 選挙に投票に行く 6














 7 よい友達をつくる 2




















 1 他人に危害を加えない 0
 2 他人のものを盗まない 0
























ＮＨＫの調査で、 生活の目標として、 「身近な人たちと、 なごやかな毎日を送る」




計された結果は、それぞれの項目についての一般的な価値評価を表している。方、質問（２）の回答結果は、本人自身が び取るという形を っているので、前者よりも一層「自分にとって」という主体に密着した結果が出ているも と推測される。たとえば、 「他人のもの 盗まない」とか「健康を保つ」などは たしかに重要といえば重要だが、それらを自分が生きていく信条・指針とすること
はあまりない。 自分が信条とするのは、 もっと具体的で身近なもの、 あるいは、 もっと前向きなものであることが多い。　
厳密に考えれば、或る項目が「自分にとってとくに重要」であると判断すると
き、それは本人がそ 項目の生き方を現に体現しているから重要と判断しているケースと、本人にはしばしばそれができて ないことがあるので自戒の意味も込めて重要だと判断しているケースとがありうる。したがって、或る項目の生き方についての意識のあり方 、 生き方を現実に全うしているかどうかということとは異なる可能性があると うことは留意しておきたい。　
さて、ｘやｙの数値の低い項目、あるいは 「０」の選択者の多い項目に着目
してみよう。　「見ばえ （かっこう） をよくする」 や 「高収入を求める」 が低い評価であることは、学生の堅実さを表していると言ってよいのかもしれない。 「地域に貢献する」 、 「国家に貢献する」の項目も比較的低い評価だった。まだ社会に出て働いたことのい大学生という状況と関わっているかもしれない。身近な人間関係を大事 す傾向に先程言及したが、 「地域」や「国家」は「身近」では という だろう　「正しくないことを批判する」と「社会のあるべきあり方を考え、行動する」への比較的低い評価は、今日の日本人の＂保守化＂という趨勢と関係する　自民党支持率が回復した（同書一〇二頁）ということもあるが、社会の「保守
化」というのは、もっと広範で奥深い流れである。　
ＮＨＫの調査によれば、 「政治的、社会的決定に対して自分個人、または他
の人びとと共同の行動や努力が効果があると う感覚・信念」は、調査開始一九七三年から減少を続け 二〇〇三年ない 二〇〇八年から減少が まっているそうである。減少のストップにつ ては、近年、選挙によ 「自民党→民主党→自民党」という政権交代が起きたこ が、投票行動 影響力を国民に感じさせたと推測されている。一九七三年から一九七八 にかけ 、デモなどが国の政治への影響力をもつ 感覚が大きく減少したの ベトナム戦争終結や成田空港開港によって、これらに対する反対運動が下火になったこ と対応している（同書七九～八四頁） 。　
政治という局面にかぎらず、自分の属する地域や社会においても、自ら積極的
に行動して問題の解決をはかるよりも、消極的に事態を静観する人が増えて るといわれる（同書九三～九七頁） 。
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  「
 和を大切にすることが日本人の特質といわれてきたが、調査結果をみると、現代人はますます対立を避けようとする傾向を強めている。その長期的な要因としては、……人間関係に対する考えの変化、つまり、 『なにかにつけ相談したり、たすけ合えるようなつきあい』を望む人が減少したことが影響していると考えられる。何らかの活動を ためには、他人と積極的に交流し、同じ考えの人たちと語り う必要がある。しかし、密着した人間関係を嫌うため、自分の周囲で問題が発生しても、その解決に取り組まなくなったのではなかろうか。さらに、七〇年代後半 ら八〇年代前半まで オイルショックの影響も大きいと考えられる。七三年調査の直後に第一次オイルショックが起こり、 人びとの意識に保守化の傾向がみられるようになった。それも 『生活保守主義』といわれ、日本経済が大きな不況に見舞われて生活が脅かさたことで、生活の向上や変革よりも、今の生活水準を維持す ことを優先するようになったのである。 」 （同書九七～九八頁）
　『現代日本人の意識構造』によれば、一九九八年以降はすべての世代で「伝統離脱」よりも「伝統志向」の傾向が強まった。一九九八年は日本全体で保守への回帰が見られた時期であった（たとえば、一九九七年、 「新しい歴史教科書をつくる会」発足、一九九九年、国旗・国歌法制定） 。日本社会の同質性が失われていく危機感 「伝統」 に答えを求めた、 と同書は推測している （二四〇～二四九頁） 。　さて、 学生の調査では、 「神や仏を信じる」の項目は重要度がダントツに低かっ
た。現代の日本人、しかも若者の傾向を表しているだろう。とりわけ 〇代の「オウム真理教」の事件以来、宗教は危険なものだ いう意識、宗教への拒絶反応が若者の間に定着しているように思われる。オウム事件は 宗教を「なくてもよいもの」から「ないほうがよいもの へと転化させた かもしれない　
ＮＨＫの意識調査における「宗教とか信仰とかに関係すると思われることがら
で、あなたが信じているものがありますか。神／仏／……」という質問への回答では、調査が行われ 一九七三年から二〇一三年 四十年間を通して「仏」は四〇％前後 「神」は三〇％前後 人が信じ のだが、一 九五年の地下鉄サリン事件をはじめとするオウム真理教関連の事件が社会を揺るがした時期、仏信仰も神信仰も減少を示した。二 三年 調査では、 「仏を信じている」人は若年層で一六％、中年層で三五％、高年層で五四％、 「神を信じてい 」人は若年層で二一％、中年層 二九％、高年層で三七％となっている。また 「宗教と
か信仰とかに関係していると思われることがらは、何も信じていない」という選択肢を選んだ人は、二〇一三年に全体では二六％ そのうち、若年層は三一％、中年層は二九％、高年層は二一％ なっている（同書一三二～一三六頁） 。　
総じて集計結果は、あくまでも回答者グループに限定されたものであり、人々
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11 学生の倫理意識――アンケートの集計結果
Ethical consciousness among university students:  
An analysis of questionnaire responses
Michihiro YOKOTA
Abstract
   Eighty university students responded to a questionnaire which asked how much importance they 
placed on fifty-five items regarding conduct, attitude and goal-orientation which are related to ethics 
and morals. This paper shows the results of the responses and its analysis. It might contribute in 
some way to the understanding of the ethical consciousness of the university students.
   Students were asked to rate each item on a 4-point Likert scale from 0 – not important at all to 4 – 
very important. The question items are as follows: 1. Do not injure others, 2. Do not steal anything 
belonging to others, 3. Be kind to every person, 4. Get along well with others and keep in harmony, 
5. Do not lie (be honest), 6. Trust others, 7. Make a good friend, 8. Help and care for the weak, 9. 
Obey social rules and keep public order, 10. Be polite, 11. Discriminate between right and wrong, 
12. Criticize what is wrong, 13. Punish a bad person, 14. Contribute to your regional community, 15. 
Contribute to your nation, 16. Act in accordance with how you think society should be, 17. Vote in 
an election, 18. Be dutiful to your parents, 19. Take care of your family, 20. Respect your elders, 21. 
Help younger people, 22. Do not boast nor domineer, 23. Have self-confidence, 24. Have pride in 
yourself, 25. Do not be overconfident, 26. Do not worry about not receiving recognition from 
others, 27. Be independent, 28. Have a sense of responsibility, 29. Admit your errors frankly, 30. Be 
serious, sincere and earnest, 31. Be prudent, cautious and careful, 32. Do not be cheated or tricked, 
33. Maintain a balanced view (do not be prejudiced), 34. Do not pretend to know something which 
you actually do not know, 35. Acquire a wide range of knowledge, 36. Acquire technical knowledge 
and skill in a specialized field, 37. Judge a situation properly in an emergency, 38. Behave in 
accordance with your faith, 39. Have a consistent faith (do not depart from your principles), 40. Be 
courageous, 41. Behave positively and actively, 42. Have patience, 43. Make effort (do your best), 
44. Keep calm (do not be hot-tempered emotionally), 45. Do not be greedy (be satisfied with your 
situation), 46. Have a stable peace of mind, 47. Have a flexible mind without any attachment, 48. Be 
lively and cheerful, 49. Believe in God or Buddha, 50. Maintain your health, 51. Earn a large 
income, 52. Try to look attractive (take care in how you look), 53. Pursue your own happiness, 54. 
Make full use of your individuality (personality), 55. Find worth in your life and a reason for living.
   The result of this questionnaire is as follows: The items which most students felt “very important” 
are, first, “Do not steal anything belonging to others”, second, “Do not injure others”, third, “Judge 
a situation properly in an emergency”, forth, “Admit your errors frankly” and “Maintain your 
health”, sixth, “Find worth in your life and a reason for living”. The items which most students felt 
“most important for their own way of life” are, first, “Take care of your family”, second, “Make 
effort (do your best)”, third, “Find worth in your life and a reason for living”, forth, “Do not injure 
others”, fifth, “Admit your errors frankly”, “Behave in accordance with your faith” and “Pursue your 
own happiness”.
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　質問した項目は下記の通りである。1. 他人に危害を加えない、2. 他人のものを盗まない、3. 
誰に対しても親切にする、4. 他人と仲良くし調和を保つ、5. 嘘をつかない（正直）、6. 他人を信
頼する、7. よい友達をつくる、8. 弱者を助ける（いたわる）、9. 社会の秩序（ルール）を守る、
10. 礼儀正しさ、11. 正しいことと正しくないこととを区別する、12. 正しくないことを批判する、
13. 悪人をこらしめる、14. 地域に貢献する、15. 国家に貢献する、16. 社会のあるべきあり方を
考え、行動する、17. 選挙に投票に行く、18. 親孝行、19. 家族を大事にする、20. 年長者・先輩
に敬意をもつ、21. 年少者・後輩を助ける、22. いばらない、23. 自信をもつ、24. 自分に誇り（プ
ライド）をもつ、25. 自信過剰にならない、26. 他人に認められなくても苦にしない、27. 主体性
をもつ、28. 責任感、29. いさぎよさ（自分の失敗を認める）、30. まじめ・誠実・真剣、31. 慎重、
32. だまされない、33. バランス感覚をもつ（かたよらない）、34. 知ったかぶりをしない、35. 広
い教養を身につける、36. 専門的な知識や技能を身につける、37. とっさの時に適切な状況判断
ができる、38. 自分の信念に従って行動する、39. 信念をまげない（一貫させる）、40. 勇気をもつ、
41. 積極的に行動、42. 忍耐（がまん）、43. 努力する（がんばる・一生懸命）、44. 感情的にかっ
とならずに冷静さを保つ、45. がつがつしない（足るを知る）、46. 心の安定、47. こだわりのな
いしなやかな心をもつ、48. おおらかさ・快活、49. 神や仏を信じる、50. 健康を保つ、51. 高収
入を求める、52. 見ばえ（かっこう）をよくする、53. 自分の幸福を追求する、54. 自分の個性を
生かす、55. 自分の生きがいをもつ。
　次のような結果が出た。「たいへん重要」だと感じる学生が多い項目は、一位「他人のものを
盗まない」、二位「他人に危害を加えない」、三位「とっさの時に適切な状況判断ができる」、四
位「いさぎよさ（自分の失敗を認める）」、同四位「健康を保つ」、六位「自分の生きがいをもつ」
であった。また、「自分にとってとくに重要」だと感じる学生が多い項目は、一位「家族を大事
にする」、二位「努力する（がんばる・一生懸命）」、三位「自分の生きがいをもつ」、四位「他
人に危害を加えない」、五位「いさぎよさ（自分の失敗を認める）」、同五位「自分の信念に従っ
て行動する」、同五位「自分の幸福を追求する」であった。
